セルロイド・クイーン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村八分　蔵六

「わあああぁぁぁぁっっ！」
彼女がその声を放つのとほぼ同時に、テンプルのあたりに衝撃を受けた。恐らく肘だったと思う。その衝撃は頭蓋骨を通り抜けて脳に届き、いい感じに振動させて意識を頭の外側に追いやった。そこで記憶は途切れている。それが私と凛雅さんとの初遭遇であった。

その時はまだ４月であった。その春は冷涼な日が続いていたので、４月の中頃まで桜の花が残っていた。その桜舞うなかで、大学に入学したばかりの私は、多くの新入生がそうであるようにサークル巡りをしていた。飯にありつき、人との話し方を覚え、大学生をやっていくための情報を得る。そんな処世術の幾つめかに、『Riot』なるサークルに辿り着いた。そのサークルの活動内容は、一言でいえばわけのわからないものであった。各員が際限なく企画を持ち込み、そのうちいくつかを実行し、それを出版物なりwebなりで形にするというのが概要である。その企画というものは多岐に渡り、ここら辺一帯の飲食店の格付けから東京の野生動物の分布調査、文芸・時事批評、ゲーム攻略、創作、４コマ漫画、果ては過去の戦争における戦略評価にまで及び、見せられた会報はカオスの権化であった。『Riot』も他のサークルと同じように新歓の飲み会を催していたので、いつものように当日の夕食を確保するために参加することとした。その酒席に、一際目立つ女性がいた。彼女は相葉凛雅といった。身長は175~6㎝といったところで、端正な顔立ちをしていた。正中線の入った立ち方をしていたので、その長身を存分に見せていた。厚い黒のウェリントンを掛けた端正な顔立ちと相まって、どこか中性的な雰囲気を醸し出していた。実際私が女性だと判断したのも、結い上げた髪と、その体形（とりわけ豊かな胸部）からである。
宴は近くの居酒屋チェーン店で行われた。理系の大学ということもあり、やはり男女比は偏っていた。それでも他のサークルよりは女子の比率が多かったので、その一点で傾き始めていた。ある程度飲み会の空気に慣れてきたところなので、周囲を観察することにした。新入生たちははっちゃけて自己アピールをする者、寄合を作る者、早々にアルコールに敗れ戦線離脱する者などと、最早自分の目には見慣れつつある光景を晒していた。先輩方はあまり飲まず、手の空いている先輩がサーチ＆デストロイ方式でひっきりなしに新入生にサークル活動の概要を話したり、新入生の時間割に講義の出席確認の有無、難易度などにチェックを付けたりしていたりした。さて、そんな中でも凛雅さんのいる周囲はそのような空気は流れておらず、新入生や先輩方が寄っては離れを繰り返していた。恐らくその威容とアルコール消費のペースのためであろうと思った。ピッチャー1~2杯分のビールを開けた後に醸造酒→蒸留酒という流れは、新入生どころか、聞いたところ全体的にあまり飲めないらしい先輩方をも戦慄させていた。
そんな光景を見ていたせいで酒が進んでしまい、私もそれなりに酩酊してしまっていた。入学してしばらく経つが、これまでの洗礼のおかげである程度は自分のアルコール処理能力の限界を自覚しているとは思った。結果からすれば、度を超えていたようであった。凛雅さんの周りの状況は相変わらずであったので、「サヨナラ、男子校的社会」などとわけのわからぬ決心をして近づいていった。
「お隣失礼しまーす」
と、酒が入ってテンションの上がった状態で隣に座った。凛雅さんはグラスに入った泡盛と氷が織りなす光の屈折現象に見入っていて、私が隣に座ったことに気付かなかった。
「あのー」
と声をかけようとしたところで凛雅さんが不意にこちらに振り向いた。至近距離で目が合ってしまい、互いに硬直した。その状態が数瞬続いたのち、凛雅さんが硬直と沈黙を破った。
「わあああぁぁぁぁ！」
そう喚きだしたとき、自分が不用意にも凛雅さんの制空権内に入ってしまっていたことに気付いた。刹那、自分の側頭部に衝撃を受けた。受けたあとに体に力が入らなかったことから、マズいもらい方をしたと思った。薄れゆく意識の中で、凛雅さんが取り乱した時の表情も形容し難く魅力的であったこと、打撃が座ったままながら上半身のひねりを加えた本格的なものであったこと、あのプロポーションの中に相応の筋肉が内在しているであろうことなどを思いながら沈んでいった。

何者かに頬をペチペチと叩かれて、闇の中から帰還した。目を開けると、先輩の一人が顔を覗きこんでいた。村中さんというらしい。村中さんは私が目を開けるのを確認すると、安堵したように溜息をついた。
「大丈夫か？」
私は起き上がり周囲を一瞥した。自分と同じような新入生の死骸がいくつか見えた。皆はアルコールによるものだろうと思った。
「びっくりした。相葉さんがいきなり大声をあげるから何かと思ったが、話を聞いてみると驚きのあまりいいのを見舞ってしまったらしい。たぶん軽い脳震盪だろう。考えようによってはアルコール中毒とかじゃなくてよかった。」
村中さんは続けた。その横では凛雅さんが申し訳なさそうに座っていた。もう宴も酣らしく、先輩方は清算や戦闘処理に追われていた。村中さんは事後処理があるといい、これからの活動予定が記載されたビラを渡し、新入生は（健康な者に限り）解散とされた。
居酒屋を出て夜風に当たり、深呼吸したり軽くジャンプしたりして酔いを醒ましていた。痛みは残っておらず、脳震盪の後遺症もなかった。残ったアルコールを追いやるために水を買い、飲みながら駅へ向かっていく他の新入生を見ていた。
「申し訳ありません」
その声の方に振り向くと、凛雅がその巨躯を申し訳に無さそうに縮めていた。
「気にしないで下さい。酒の席では無礼講ですから。」
「いくら無礼講とはいえ徒に人を傷つけたり人の気分を害するような真似は許されません。それに私はこう見えても武道を少し齧っていましたから、大事に至ったらどうしようかと思ったのです。こういうことを言うと警戒を招くだけなのですが」
こう見えてもと凛雅さんは言ったが、失礼だが私はイメージ通りだと思った。打撃や筋肉の件も納得がいった。運動するときにその豊かな胸部がどのような動きをするのかが気になったが、押し込めた。
「大丈夫ですよ。俺も高校のときに多少ハードなスポーツやってましたから。怪我とかそういうのは日常茶飯事ですよ。それにこちらにも落ち度はあります。レディに不用意に近づいてしまった。」
「私は、またこういうことを言うと引かれるのですが、女子高の出で、あまり男性と話すのは慣れていないのです。ああまで接近されたことも初めてなので、取り乱してしまいました。」
凛雅さんは酒の影響で必要以上に委縮し、自虐的になっているようだった。
「それではなおさら悪いことをしました」
私もそう言って頭を下げた。
落ち着いたので駅へ向かう。その時に並んで歩いたのだが、やはりその身長は気になった。私の身長は167㎝前後なのでより一層高く感じた。
「身長どのくらいあります？」
その質問をしたあとで、凛雅さんが少し思いつめた顔をしたので、また不用意なことをしてしまったと思った。
「この前の測定で176㎝。…こんなに必要なかったけどね…。小さいころからずっと木偶の坊扱いされてきたし。実際そうだったんだけど。武道やったときには少し役には立ったけど、やめちゃうと、ね。おまけに目つきとかもきついから、他人に威圧感と警戒心与えてばっかりで。バイトで塾講師やってるんだけど、子供たちがやっぱり明らかに警戒してるし」
凛雅さんは少し自嘲気味に言った。酔いのせいか、急に砕けた口調になっていた。言ったあとで少し気まずそうな顔をした。
「凛々しくて素敵だと思いますよ」
私がそう言うと、凛雅さんは申し訳なさそうに照れ笑いをして応えた。
「すいません。気を遣わせてしまって」
「本心ですけど。俺はもっと身長欲しかったですけどね。出来るポジションが限定されちゃってたから」
そうこうしているうちに駅が見えてきた。
「凛雅さんは高田馬場方面ですか？」
「そうだけどその呼び方はちょっと」
「素敵な名前だと思うのですが」
「これまで名前で呼ぶ人がいなかったから。それに自分では名前負けしてると思ってるし」
「そんなことありませんのに。駄目ですか？」
「まあいいや。許可しとく」
私は凛雅さんが読んで字の如く凛として上品な人だと思ったが、口に出すとまた機嫌を損ねるかもしれないと思ったので、封じ込めた。
「古河君は反対側？」
「はい、国分寺のほうです」
「じゃあここで、ってことになるのかな。あとアドレスとか送ってもらっていい？」
携帯を操作しながら言ってきた。
「赤外線でいいですか？」
と返すと、凛雅さんの方も準備が整っていたので互いに送信した。
改札をくぐり、それぞれのホームに向かう直前に、凛雅さんが嬉々として語り出した。
「あのさ、入るサークルとか決めた？私このサークル入ろうかと思ってるんだよね。緩いし、色々適当なこと出来そうだし。本当は適当なこと、読んでる本のこととか、好きな映画とか、好きなジャンクフードとか、アマゾン川流域の生態系とかいろいろ話したかったんだけど。さっき言ったようにあまり話し慣れてないからさ、飲んだら話せると思ってたら飲み過ぎちゃって結局話せなかったけど。あんな真似しちゃって本当に申し訳ないね」
言い終わると、電車の時間が来ていたのか凛雅さんは会釈をしてホームに向かっていった。
私は『Riot』に入る決心をした。

さて、斯くの如くして私は『Riot』の一員となったのであるが、その実態にいささか戸惑っていた。『Riot』の活動の実質は雑談であるが、部員たちの発する利根川のように出でては流れ去る膨大な情報量に中毒をおこしたからである。その利根川の中から情報を掬い取り、自ら膨らませて形にするのだと先輩の中の誰かが言っていた。そんな私を尻目に、凛雅さんは個性を発揮し出していた。雑談において凛雅さんは千葉繁のアドリブのようにB級グルメ、国内における鮭科の分布、自然と文明は相容れぬ存在であること、日露戦争から太平洋戦争に至るまでの日本軍の退廃、足尾銅山鉱毒事件による渡良瀬川周辺の汚染の現状と国の対策などを滔々と語っていた。私はモノを語る場に於いてここまで活き活きしている人間を初めて見た。これらはかろうじて拾うことが出来たもので氷山の一角であり、実際にはもっと多い。その情報量に、新入生はもとより先輩方も次々と中毒を起こしていった。村中さんはそれに対抗すべく、武力による問題解決は常識的な手段でありそれを放棄しているのは日本人だけであること、屠畜の忌避感の論理的解釈、スラムの地理的傾向、進化論に対しての創造論者の攻撃、経済的ヒエラルキーとアルコール度数の相関などというさらに不毛でカオスな情報を嬉々として発し、二次災害を引き起こしていた。
凛雅さんが遺憾なくその才を発揮して、その日の活動は終了した。カオスな議論に終始して、今後の方針などを決める間が無かったらしく、新入生にはネタを考えてくるよう指示を出されて解散となった。私はまだ中毒が抜けていなかったので、同様の状態にあった同級生を何人か捕まえて喫茶店で夕食をとって調子を戻すことにした。そんな事情を知ってか知らずか凛雅さんがそこに合流した。
喫茶店内で各々注文を終え、何か話し始めるかに思われたが、互いに日が浅いので、まずは軽く当たり障りのない話題を振ったりしていた。そうこうしているうちに、注文が来た。凛雅さんはその巨躯に違わぬ量を注文していた。理系の学生は小食な者が多いとは思っており、実際にここにいる者の殆どがそうであった。例外が凛雅さんであり、運動部員の新入生が苦闘するような量をこともなげに平らげていた。凛雅さんは運動部上がりだとか、燃費が悪いだとか、これだけ食べてやっと体力が維持できるとか燃費が悪いとか嘯いていた。巨躯というのも、何かと不便なものらしい。
皆が食べ終え、そのしばらく後に凛雅さんが平らげて、ようやく議題に入った。新入生たちは先ずこのサークル（の一部）は正気なのかと唱えだした。皆の目には幸か不幸か入らなかったようだが、凛雅さんの表情が曇った。それに気付いていないので、該当すると思われる人物がいるにも関わらずに続けていった。私は会話に参加せず、凛雅さんの顔色を窺うことに終始していた。会話の内容はこのサークル（の一部）に対する不満を出しては徒にそれをあおるというだけのもので、不毛だと思っていたからである。
会話がその方向にシフトすると凛雅さんは無表情になり、暇を持て余し始めた。不毛な談義がひと段落ついたところで、凛雅さんはみんなにネタは出そうかと切り出した。皆は空気が一変したのでそれに対応しかねたのか白けた空気を醸し始めた。暗に空気読めと言っているのであろう。私としては不毛な議論に対応しなかった（出来なかったしする気が無かった）ので、皆の醸した空気にうんざりした。凛雅さんが鱸科の魚の分布について話し始めた。案の定皆はおいてけぼりであった。私は接点を作るために食い下がってみたが、凛雅さんが空気を読んだらしく、それ以降を引っ込めたので今回はこれでお開きとなった。
帰り道にて、話が通じたことに気を良くした凛雅さんが、週末にネタ出しに行かないかと声をかけて来た。このとき私は心の中では全力で尻尾を振っていたと思う。凛雅さん曰く、都内を歩いているとネタがよく湧き出るのだという。私は都民だが郊外に住んでいたので、ここは先達の者として区民の凛雅さんに従うことにした。具体的にどこに行くのかと聞いたが、そのとき考えるとお茶を濁された。本人曰く、感覚で動いた方がいいネタが出るのだそうだ。

午前十時、市ヶ谷。新入生にとって大学生活があわただしく感じられたからなのか、それとも待ち遠しさのあまり上の空だったからなのか、その日は存外早くやってきた。喜ばしいことに快晴であった。凛雅さんは定刻通りに、カットソーの上に黒と銀のスカジャンを羽織っただけの簡素（といっても羊の頭骨が刺繍されているせいであまりそう思えない）な格好で来た。簡素な格好ほどスタイルが反映されるものだが、そのあたりは見事なものである。アップに纏めあげた髪と黒のウェリントンはそのままだった。集合場所に市ヶ谷を指定したのは、市ヶ谷フィッシュセンターなる有名な釣り堀があるからだと言っていた。取りあえずその釣り堀に釣り糸を垂らしながら思索にふけり、今日の、ひいては今後の予定を組むのだという。
受付で遊漁料と釣り具代を払って入場する。のどかで、天候のせいもあり、ほけーっとするには最高の環境に思えた。玉に通過する中央・総武線の音すら心地よい。私は郊外に引っ込んでいたこれまでの生活を思い出し、急にアーバンな生活になったことに軽く感動していた。先達の者である彼女の指示に従ってポイントに着く。凛雅さんは手際よく道具を用意し、練り餌を付け、水中に投下した。私もそれを真似して送り込み、浮きを眺めていた。
「この辺には防衛省の本部があってね、終戦間際に畑中や井田の徹底抗戦派が駆けずり回ったり、極東国際軍事裁判の舞台になったり、戦後になって三島由紀夫が押し入って演説した揚句腹を割ったりと、色々あってね。そんなことを思うとさ、何の変哲もない、ただの都会の風景だけど、目に映るモノが『意味』とかそういったモノを持ったり持たなかったりしない？とっ」
凛雅さんは浮きに目をやりながら嬉々として語り出し、浮きが消し込んだのを見ると竿を立てた。次の瞬間水面が爆ぜ、手慣れた手つきで暴れる鯉を手元に引き寄せ取り込んだ。
「すみません、日本史選択しなかったもので、そういうのはちょっと…」
そのうえ、東京の郊外に引っ込んでいたので意味を含んだ風景などそうそうお目にかかれない。想像力を働かせても、田舎に道路が出来て、産業が発展するといった程度のものしか浮かんでこなかった。
「靖国神社にでも行ってみる？あそこならここから近いし、結構な展示があったはずだし」
「俺は無神論者です」
「私もよ。古河君、引いてる」
その言葉を受けて浮きに目をやると、小刻みに振動していた。刹那、水中に引き込まれ、あわてて竿を立てる。勝手がわからなかったので、しばらく鯉が暴れるにまかせ、消耗したところを確保した。
「鯉ってのは今では日本全国にいるが、もともとは関西からの流入種らしい。関東では外来魚ってやつさ。また鯉は雑食性で生命力が強いから、流入された場合には度々生態系を破壊する。一度近所の河川を見てみるといい。鯉だけが闊歩しているような状況だったら、そこではほかの生物が駆逐されてる」
針を外す私を横目に、思い出したように語った。確かに近所の川は鯉がいるばかりで、ほかの魚や甲殻類はおろか水際の植物さえ消えていたことに気付いた。
「そういえば、小さい頃からそれがあるべき風景だと思い込んでいました。今思うと死んだ生態系だったってことですね」
「まあそういうこと」
かような会話の応酬が続いた後、凛雅さんが釣りに集中し始めたので、こちらもそうすることにした。浮きを凝視していると、集中し過ぎたあまりに外界が静止し、動いているのは自分と魚と水面だけではないかという観念に囚われた。なるほど、凛雅さんが釣り堀に来ると思考を促されると言っていたが、それが実感できた。しかし、ネタは出てきそうになかったので、このままではらちが明かないと思ったので、状況の打破を試みた。
「凛雅さん、ひとついいですか」
「なあに」
「今日これからどうするんです」
「朝飯は食べた？」
「そういえば、まだです」
「じゃあここを出たら、近くにお気に入りの店があるんでそこに行こう。そっから先はそこで話す」
と返され、互いに浮きを凝視する作業に戻った。
そうこうしているうちに時間は過ぎ、次の目的地に向かうこととなった。釣り堀を出る際に釣果を計量したのだが、凛雅さんには倍以上の差をつけられていた。
釣り堀から数分歩いて、お洒落なカフェらしき場所に着いた。なんでもここはハンバーガーレストランで、和牛100％のパティと小麦の方向が色濃く残る弾力に富んだパンがウリなのだそうだ。またしても私はアーバンライフに触れたことに少し感動した。私の地元には外食産業のチェーン店が国道沿いと駅前にあるばかりで、喫茶店など探すことすら難しい。そんな憧れていた場所に、美女と来ているのだから感動しない方がどうかしている。
私の内面的感動をよそに、凛雅さんは無造作に席を選び、メニューを広げていた。私はチェーン店以外のハンバーガーを食べるのは初めてなので、凛雅さんと同じものを注文することにした。注文の際に凛雅さんはナチュラルにビールを付けていた。まだ正午を廻っていないのに躊躇なく注文する、そしてその動作が異様に自然であったことにとにかく驚いた。
注文を終えた私は、まだ感動状態が解けていなかったので口を開いた。
「何かすごい良い雰囲気の店ですね」
「そうなのよ。個人的にも結構気に入ってる。今度デートとかで女の子を連れてきてみるといい」
思わぬ言葉が出て来た。舌に乗せていた水があらぬところへ行きかけた。
「凛雅さんはそういうことしないんですか？」
「…言ったことありませんでしたっけ？女子校上がりで男の人とはまともに会話したことはないと」
マズった。いきなり地雷を踏んでしまった。これまでのことで気付いたことが一つある。凛雅さんは機嫌を損ねたり、警戒したりすると敬語が出るということである。逆に、機嫌が良いと砕けた口調になるのだが。午前はいい陽気にお気に入りの場所ということで敬語は出なかったのだが…。
「実際どう見えるのかねえ…」
地雷を踏んでしまったことで、脳がフル回転状態にあった私を見ずに、ひとり言のように呟いた。口調からは少し回復したか、もしくは皮肉か自虐といったところだろうか。
「そういうの皆無だったからさ。そういうトークをしたことも無い。自分からは出来ないから他人に振ることも無い。他人からされたことも無いけど、まあこれはするに値せざる人物であることが周囲に伝わってることの結果であると思うべきか」
「恋愛とかそういうの興味無いんですか？」
「ビジュアルがそれを許さないっていうか。女子高入る前は普通の中学にいたんだけど、ビジュアル的に不自由で。あの年でビジュアルがアレってのは相当キツいものがあるのよ。たとえるならば人権が認められていないといったところ、かな」
「そんなことないです、素敵だと思ってますよ。過去には言及できませんが、少なくとも現在は」
「スイマセンね、気を遣わせちゃったみたいで。ただ今は話せる相手が欲しい。一言も発しない日々が続いていたから。そういう意味ではこうやって話す相手が出来たのは心底有難いと思ってるよ。いや、ホントに」
そこまで話したところで、注文した品が来た。私を誘ってくれた意図を聴こうとしたが、その答えは伝わってきたので、我ながら無粋なことを聴こうとしたものだと思った。
「何かうまく表現できないけど、すごく美味いっす。牛肉の脂とチーズの塩味、パンの小麦の芳香がマッチングして…」
食べるや否や、私はそんな田舎者（事実なのだが）丸出しのコメントをした。表現に上ったのは辛うじて判明したもののみで、実際にはもっと複雑な旨みが絡み合っていた。
「どう？いい感じでしょ。普段チェーンでしかハンバーガー食べてないと驚くでしょ。まあ結構いい値段するし、あっちはあっちでジャンクフードしてて好きだけど」
グラスビールを片手にケラケラと笑いながら話した。早くも酒の影響が出ているらしい。こちらからすれば機嫌が良くなったのがありがたかった。
私のリアクションが過ぎたせいかは不明だが、それぞれ味に集中することにした。無闇に美味かった。食後のコーヒーまでも経験したことのない美味しさであった（あとで思ったが実際に香りの量が段ちだった）。
互いに食べ終えて一息ついたところで、ようやく今日の予定について切り出した。
「これからどうするつもりなんです？」
「ここからだったらどこでも行けるけど。まあ大雑把に言うと博物館、美術館、あとは市場ってところかな。自分が一番ネタ出しに行くのは上野かな。ここなら博物館、美術館に加えアメ横があるし」
「解りました。じゃあそこにしましょう」
会計を終えて市ヶ谷から上野へ向かう。移動中に、無料で入れるということで国立科学博物館に行くことに決めた。上野に着くやすぐさま公園口から科博へ向かう。週末ということで人が多かったは、そのほとんどは家族連れで、上野動物園のほうへ流れていた。科博には開催しているのが常設展のみということもありそれほど人はおらず、スムーズに流れていた。科博は地球館と日本館からなり、地球館→日本館の順に見るものだという。
地球館の地下三階では主に基本単位とその測定原理、天文、物理、化学の基礎などが展示されている。初めに測定装置を見るや否や凛雅さんは、
「センター試験の悪夢が蘇る」
などと嘯き塞ぎ込んでいた。ここは敢えてスルーし、次に進んだ。
地下二階は古生物の展示となっており、古代からの海洋生物の変遷、海生及び陸生の哺乳類と爬虫類の化石、それと人類の変遷がみられる。哺乳類と爬虫類の化石のあたりで、凛雅さんが並んだクジラと魚竜の化石を見て、その構造と機能の相違点を説いた。話し終えたあとでステラーカイギュウの化石を見つけて、人間に発見されてからかなりの短期間で絶滅したことを説いた。次の展示で人類の拡散と変遷を見た際に、コンキスタドールの話をして、先ほどのステラーカイギュウの話と併せて、ファーストコンタクトは往々に不幸が生じることが多いと説いた。
以降もフロアも廻った。地下一階では私が雷竜のサイズにビビり、一階では凛雅さんがマングローブや湿地帯の生物（イトウとかナンヨウクロダイとか）にうっとりしたり、私がクジラの胃壁に密集した寄生虫を見て鳥肌を全開にしたりした。二階では科学体験コーナーに首根っこを引っ張られて連れてかれ、軽い羞恥プレイをした（流石に悪いと思ったのか平謝りされた）。また三階では動物の剥製の中にマレーバクの剥製を見るや、哺乳類中慎重に対して生殖気の長さが最も長いのはバクなどということをのたまった。
地球館に続いて日本館も見終え、そのまま流れるように不忍池へ向かった。桜はまだ残っており、路傍には花見の残滓とそれを啄ばむ鳥が散見できた。ここもお約束の暇つぶしスポットだという。凛雅さんは売店でポップコーンを購入して鳥に挙げようとしたが、もう条例によって野生動物に餌がやれなくなっていることを知り落胆していた。
日は傾きかけていたが、まだまだ陽気はいい感じで、何種類かの野鳥が我が物顔で飛翔しており、都内にここまで多様な野鳥がいることに少し驚いた。その時にボート乗り場が見えたので、乗ってみませんかと告げたが、凛雅さんに苦笑いをしながら「何言ってるんだコイツ」という表情をされ、断念した。その後、凛雅さんは道端に骨董市を見つけて駆け寄り、怪しげな古いゲームソフトや根付、置物などに見入っては目を輝かせて、結果古いゲームボーイのソフトを一つ買っていた。
骨董市で見終えたところで上野公園を出ると、アメ横の入口が見えたので入って行った。ここを道なりに行けば秋葉原まで行けるのだとか。もちろん凛雅さんがただ通り抜けるはずもなく、何度か断りを入れてはゲーセンに入って対戦台に乱入したり、裏通りのスニーカー屋に入ったり、スカジャンやミリタリー物を物色したりしていた。そのさまを見ているうちに、一つ疑問が湧いたので、少し逡巡したが口にしてみた。
「なんでまたそういった趣のものを」
「上野ってのはそういうものをよく扱っているからね。あとは楽だから」
フライトジャケットを物色しながら応えた。
「気に障ったらすいません。以前よく警戒されると仰ってましたがそのような格好に原因があるのでは？」
「…痛いところつくね。とは言ってもそれ以外のは想像つかないのよ。さっきも話したけど、ビジュアル的に不自由だったから。その時のことがトラウマで、自分がキレイ目やカワイイ目のを着たら撃ち殺されても文句は言えないと思ってる。それにサイズが無いし、第一こんな体躯だし顔だし似合わないって」
一瞬そういうものを纏った凛雅さんを想像した。少なからず残念に思い、そういうものに興味を向けられないかと考えたが、凛雅さんの意にそぐわないことをするほうが良くないとして封じ込めた。ついでに、ジャケットを試着する際に、そのプロポーションと同時にカットソーの下のインナーのラインが見えたことも、自分だけの秘密にしておいた。
話が終わるころには御徒町を超えて秋葉原に近づいていた。もう夕刻を回っていた。
「古河君、何か秋葉原に用事ある？」
「特に無いです。あ、一度話のタネにメイド喫茶とかは行ってみたかったかも」
「残念ながらそういうのには疎いのでまた別の機会にということで。そういえばお腹減って無い？」
言われてみれば市ヶ谷でハンバーガーを食べたきりだったので、軽く何か胃に入れたいと思い、その旨を伝えた。すると駅近くに広場があって屋台を展開していたので、そこで各々買うことにした。私はケバブを、凛雅さんは明石焼きを買ってベンチに着く。
「ここに固定カメラ仕掛けといたらいい映像が撮れると思わない？」
流れていく人の波を眺めながら凛雅さんが呟いた。人の表情も服装もバラエティに富んでおり、軽く目眩を起こしたことと、被写体としてはなかなかに興味深く思えることを告げて、互いに食事に移った。
「どうだった、今日のネタ出しは」
明石焼きで口の中を火傷しそうになりながら凛雅さんが切り出した。
「凄く楽しかったです」
「なんかネタは出そう？」
答えに窮した。
「それがなかなか。凛雅さんのほうはどうです？」
「あったり無かったり。話した話題の中から膨らませれば一つ二つ出来るかも。駄目だったら今日のこの行脚をレポすればいい」
事も無げに応えた。

後日、出てきた情報を形にするために、暇を合わせて取ってきた写真やネタを整理した。足りなければ次のネタ出しの計画を練る。とはいっても、実際には凛雅さんが普段考えていることや、得てきた情報を滔々と語ることが多かった。私のほうでは、市ヶ谷の釣り堀が気に入ったので、そこで撮撮影した凛雅さんが釣り上げた鯉を玉網で取り込むところの写真を使えないかと言ったら、即刻消去を命じられた。市ヶ谷で撮影したものの中で、光の具合、背景バランスなどが最も良いと思えるものだった。最も凛雅さんが被写体である事に意味が無いわけではないのだが。
そんなことを何度か続けるうちに、不幸は訪れた。その日も毎度のように写真やメモ、自主的に収集した情報などをまとめていた。話を聞いているうちに、私も凛雅さんに倣って少しずつではあるがそれっぽいことを語れるようになった。最初のうちは互いに語り合うのが新鮮に感じられ、トークが一層濃くなっていった。そんな折に、空虚な対抗心だろうか、その流れ出てくる話を有り難がって拝聴などしている自分に突発的に強い不快感を覚えた。不幸なことに、その日はそのハードルが低かった。凛雅さんの言葉は自らの感覚を駆使して生み出されるものであるらしいが、私はそれに対し正論をぶつけるという形になり、紛糾し、会話とは呼べぬ互いを否定しあうものへと変貌していった。
「性根の捻じ曲がった女の愚痴など聞きたくはない、ということ？」
「伝わらない表現はいい表現ではありません。眼前の俺にすら伝わらないのなら、不特定多数の読者に伝わるはずがありません」とうとう感情の発露になり、それぞれが決定的とも思える言葉を口にしていた。もう現状では激したお互いを鎮めるのは不可能だと悟った。
「やっと話せる相手が出来たて心底嬉しかったのですが…結局はエンターテインメントを提供しただけだったようです」
唇を噛み締めて目を見開き、言葉だけでなくオーラからも警戒心を全開にし、吐き捨てるように告げて、背を向けた。私は凛雅さんの表情と敬語のギャップに、最大級の恐怖を感じ、一切の行動をとれなかった。去り際に振り返り、見開いたままの目から涙を零しながら、一言残した。
「不倶戴天」
去った後も、暫くその方向を見つめていた。時間差で、大した理由もなく反抗し、結果美女を泣かせてしまったことを後悔した。自分にそんなことができると思ってはいなかった。

あの出来事からしばらく、私は茫然自失としていた。食事にトーストしたパンを一日二枚食べ、授業は自動書記状態になって板書し、サークルには近づかずゲーセンをうろつくだけの日々を送っていた。ネタを考えることなど脳の中から完全に消え、あの行脚は時たま思い出しては自分の心の平静を乱す者になっていた。凛雅さんは話し相手を渇望していたが、そのわけがよくわかった。単純に誰かが近くにいるということは偉大なことであると。
そんな日々の何日目かに、いつものようにゲーセンに立ち寄った。上野で凛雅さんがやっていた筐体を見つける。以前からそこにあったはずなのだが、ふとやってみようという気になり、コインを投入した。そのとき、凛雅さんが遣っていたキャラを選択したあたりにまだ整理が付いていないことを頭の片隅で思った。初めはコンボをつなぐどころかまともに動かすことも困難だったのだが、やっていくうちにマトモになり、ぽつぽつ対戦でも勝てるようになった。
その日もいつものようにゲーセンに出かけ、あわよくばいけすかない餓鬼に連コインさせて小遣いを浪費させようとしていた。目論見通りムキになって連コインしてくる餓鬼を何人かのした後に、カードを使って乱入してくる者がいた。自分と同じキャラで、ネームと段位に見覚えがあったような気がした。対戦してみると、経験者らしく軽くあしらわれた。流石にそこらへんの餓鬼とは違う。再戦しようとしたものの、コインが切れていたので両替機へ向かった。その際に、どんな相手なのだろうか（餓鬼だったら嫌だな）と思い、両替中に一瞥した。凛雅さんだった。そして向こうにも見られ、目が合った。互いに少しフリーズしたが、対戦の魅力には抗い難く、席についてコインを投入した。
次の対戦は伯仲したものとなった。前回の負けで、凛雅さんの癖や行動パターンが少し把握できたので、さっきよりは善戦した。相手がいると、不思議なもので、一人でCPU戦をやるときとは格段の集中力が出る。感覚器官が画面中の互いの動きに向かって総動員される。
―開幕下段、当たった、横移動、中段、カウンター、そのままコンボへ、〆、押せ押せムード、起き攻め、スカった、反撃、運ばれる、攻め継続、回避不可能、やられる…。すぐさま第二ラウンド、一本ビハインド、セオリー無視、速効浮かせ、当たる、空中コンボ、仕切り直し、牽制、削り、このまま押し切る、とった、これでイーブン…。
―ああ、この感覚、楽しいな…。そうでしょう、ねえ？…つまらない意地張ってすいませんでした。…伝わったかな？
対戦が終わった。気まずさが無かったと言えば嘘になるが、ここでけじめをつけないともう機会が無くなると思った。凛雅さんは対戦が終わって脱力しており、こちらを見つけると申し訳無さそうに会釈した。こちらを向き、スティックとボタンを適当に操作しながら言った。
「なかなかやるじゃない。結構やりこんだの？」
「あれから一人でちょくちょくと」
「ちょくちょくやってあの腕だったら、続けてる私の立場がないわ」
「いや、まだまだ敵いませんって」
会話が少し止まり、気まずい空気が流れる。あの時のこととか、対戦楽しかったとか、伝えようとしたことはいくつか頭の中で点滅したが、外には出てくれそうにない。互いの胸の内は、ここでもそれぞれ予想がついた。
「あの時はすいませんでした！」
「あの時はごめん！」
予想を確認するまでもなかった。そう思うと、可笑しくなり、二人同時に笑った。
「や～、よかった。これで共通の話題が一個増えた。また対戦したり、都内を放浪したりしようよ。そういえば国立新美術館でシュールレアリズム展が…」
凛雅さんは笑いながら、心底楽しそうに話し出した。
